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は
強
み
を
持
つ
関
東
エ
リ
ア
や

営
業
拠
点
の
拡
充
を
進
め
て
い

る
関
西
エ
リ
ア
な
ど
で
伸
び
２

４
０
０
件
と
前
年
同
期
実
績（
約

２
１
０
０
件
）
を
上
回
っ
た
。

今
期
業
績
は
上
振
れ
の
公
算

　

１
Ｑ
の
業
績
進
捗
率
が
高
い

こ
と
や
、
保
守
事
業
等
が
引
き

続
き
好
調
な
こ
と
か
ら
、
当
企

業
調
査
部
で
は
通
期
営
業
利
益

に
つ
い
て
会
社
側
計
画
（
31
億

円
）
を
上
回
る
前
期
比
21
％
増

の
33
億
円
レ
ベ
ル
を
予
想
す
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
の
国
内

シ
ェ
ア
は
ま
だ
５
％
程
度
と
拡

大
余
地
が
あ
る
ほ
か
、
営
業
利

益
率
に
つ
い
て
は
部
品
の
海
外

調
達
強
化
等
に
よ
り
中
期
的
に

20
％
（
前
期
実
績
は
12
・
７
％
）

を
目
指
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る

改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

時
価
３
９
５
５
円
（
大
牧
実
慶
）

の
ジ
ャ
ス
ト
１
０
０
０
円
で
食

べ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
組
み
合
わ

せ
）」
が
流
行
り
、
客
単
価
の
上

昇
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
釣
銭

の
や
り
取
り
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ジ
業
務

の
負
担
が
減
り
、
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
効
率
も
改
善
し
て
い
る
。

更
な
る
効
率
化
を
目
指
す

　

団
体
客
が
主
体
の
フ
ァ
ミ
レ

ス
業
態
は
収
益
構
造
上
、
売
上

高
が
コ
ロ
ナ
前
の
９
割
ま
で
回

復
し
て
も
利
益
を
出
す
の
は
厳

し
い
が
、
同
社
は
売
上
高
が
以

前
の
80
％
で
も
利
益
が
出
る
収

益
構
造
を
目
指
す
。
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
な
ど
こ
れ
ま
で
注
力
し

て
こ
な
か
っ
た
施
策
が
ま
だ
あ

り
、
更
な
る
効
率
ア
ッ
プ
の
余

地
は
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

時
価
１
９
１
２
円
（
千
葉
明
弘
）

　

海
外
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

工
事
の
再
開
が
遅
延
し
て
い
る

が
、
政
府
の
指
導
の
た
め
追
加

コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
政
府
の
負

担
に
な
る
見
通
し
。
ま
た
国
内

で
は
今
後
も
設
計
変
更
工
事
の

獲
得
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
採

算
の
良
い
海
洋
土
木
の
受
注
が

国
土
交
通
省
に
よ
る
前
倒
し
発

注
の
効
果
で
好
調
に
推
移
し
て

お
り
、
利
益
率
の
改
善
が
続
く

と
み
ら
れ
る
。

洋
上
風
力
発
電
分
野
に
投
資

　

中
期
的
に
は
洋
上
風
力
発
電

分
野
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。

23
年
の
稼
働
を
目
指
し
て
設
備

工
事
に
使
う
２
隻
目
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ

船
（
大
型
ク
レ
ー
ン
や
自
己
昇

降
式
作
業
台
を
備
え
た
特
殊
作

業
船
）
の
建
造
を
進
め
て
お
り
、

先
行
投
資
の
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。時
価
６
４
７
円（
島
田
嘉
一
）

を
確
保
で
き
た
。
第
２
四
半
期

以
降
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動

の
再
開
か
ら
自
動
車
販
売
の
回

復
に
よ
る
車
載
部
門
の
収
益
改

善
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着
に

よ
る
Ｐ
Ｃ
向
け
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

ー
の
好
調
が
持
続
す
る
見
通
し

で
今
21
年
３
月
期
通
期
の
連
結

営
業
利
益
は
前
期
比
15
％
増
の

１
２
５
０
億
円
と
な
る
見
込
み
。

　
シ
ェ
ア
拡
大
に
注
力

　

Ｅ
Ｖ
向
け
駆
動
モ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
の
採
用
メ
ー
カ
ー
は
、

中
国
で
売
れ
筋
の
Ｅ
Ｖ
に
採
用

さ
れ
た
効
果
で
今
年
4
月
か
ら

８
社
増
え
15
社
と
な
っ
た
。
会

社
側
は
Ｅ
Ｖ
の
普
及
が
見
込
ま

れ
る
25
年
以
降
に
向
け
新
規
開

拓
に
注
力
し
て
い
る
。
３
割
超

の
高
い
シ
ェ
ア
を
目
標
と
し
て

高
収
益
事
業
に
育
成
す
る
方
針
。

時
価
８
８
０
６
円
（
福
永
幸
彦
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
の
保
守
・
保
全
事
業
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
を
手
掛

け
て
い
る
。
コ
ス
ト
競
争
力
や
技
術

力
が
高
く
、
独
立
系
で
国
内
首
位
。

カ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
「
サ
イ

ゼ
リ
ヤ
」
を
国
内
外
に
約
１
５
０
０

店
舗
展
開
。
低
価
格
路
線
と
コ
ス
パ

の
良
さ
で
差
別
化
。
自
己
資
本
比
率

77
％
で
財
務
内
容
も
良
好
。

　

海
洋
土
木
首
位
で
地
盤
改
良
工
事

や
浚
渫
工
事
等
で
豊
富
な
実
績
を
有

し
て
い
る
。
ま
た
高
層
ビ
ル
の
建
築

工
事
に
も
注
力
し
て
お
り
ヨ
ド
バ
シ

梅
田
タ
ワ
ー
等
を
手
掛
け
て
い
る
。

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
駆
動
装
置
向
け

モ
ー
タ
ー
で
世
界
シ
ェ
ア
８
割
。
現

在
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
向
け
駆

動
モ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
や
家
電
向
け

モ
ー
タ
ー
に
注
力
し
て
い
る
。

　
保
守
サ
ー
ビ
ス
が
好
調

20
年
４
～
６
月
期
（
１
Ｑ
）

の
連
結
営
業
利
益
は
前
年
同
期

比
48
％
増
の
７
・
５
億
円
と
１

Ｑ
と
し
て
過
去
最
高
を
更
新
し
、

上
期
計
画
（
13
・
５
億
円
）
に

対
す
る
進
捗
率
は
55
％
に
達
し

た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
は
前

年
同
期
に
あ
っ
た
消
費
増
税
前

の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
で
伸

び
悩
ん
だ
も
の
の
、
採
算
の
良

い
保
守
・
保
全
事
業
が
拡
大
し

た
こ
と
が
寄
与
し
、
営
業
利
益

率
は
前
年
同
期
比
４
ポ
イ
ン
ト

ア
ッ
プ
の
約
14
％
に
高
ま
っ
た
。

保
守
・
保
全
の
新
規
契
約
件
数

値
上
げ
が
想
定
外
の
効
果

　

７
月
か
ら
主
力
の
「
ミ
ラ
ノ

ド
リ
ア
」
を
従
来
の
２
９
９
円

か
ら
１
円
値
上
げ
の
３
０
０
円

（
税
込
み
価
格
）
に
す
る
な
ど
、

多
く
の
メ
ニ
ュ
ー
で
価
格
の
末

尾
を
00
円
か
50
円
に
切
り
を
よ

く
し
た
が
、
こ
れ
が
思
わ
ぬ
客

単
価
の
上
昇
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
値
上
げ
の
目
的
は
釣
銭
の

や
り
取
り
を
少
な
く
す
る
こ
と

で
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
防
止

す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
客
が
合

計
代
金
を
計
算
し
や
す
く
な
っ

た
こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
「
１

０
０
０
円
ガ
チ
ャ
（
釣
銭
な
し

今
期
営
業
益
は
増
額
修
正
へ

今
２
０
２
１
年
３
月
期
第
１

四
半
期
の
連
結
営
業
利
益
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
う
海
外
工
事
中
断
の
影

響
を
、
国
内
土
木
に
お
け
る
設

計
変
更
工
事
の
獲
得
に
よ
る
利

益
率
の
改
善
で
補
い
前
年
同
期

比
０
・
６
％
減
の
82
億
円
と
ほ

ぼ
横
ば
い
圏
と
な
っ
た
。

　

会
社
側
は
今
期
通
期
の
連
結

営
業
利
益
の
見
通
し
に
つ
い
て

期
初
予
想
の
２
７
５
億
円
（
前

期
比
17
％
減
）
を
据
え
置
い
て

い
る
が
、
２
８
５
億
円
へ
増
額

修
正
さ
れ
る
公
算
が
大
き
い
。

　
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
が
好
調

　

２
０
２
０
年
４
～
６
月
期
の

連
結
営
業
利
益
は
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
厳
し
い
環
境
だ
っ
た
が
、

前
年
同
期
比
２
％
増
の
２
８
１

億
円
を
確
保
し
た
。
収
益
性
の

高
い
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
販
売

台
数
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に

よ
る
パ
ソ
コ
ン
等
の
需
要
増
を

背
景
に
四
半
期
で
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。
ま
た
車
載
部
門
の

売
上
高
は
新
規
連
結
や
Ｅ
Ｖ
用

モ
ー
タ
ー
を
除
く
実
質
ベ
ー
ス

で
半
減
し
た
も
の
の
、
調
達
の

見
直
し
や
内
製
化
進
展
な
ど
コ

ス
ト
改
善
活
動
の
浸
透
で
黒
字

業
構
造
の
違
い
で
騰
落
の
差
が

大
き
い
が
、
最
も
強
い
の
が
米

ナ
ス
ダ
ッ
ク
指
数
で
、
ハ
イ
テ

ク
株
の
好
業
績
を
背
景
に
新
高

値
を
更
新
し
て
い
る
。
そ
れ
は

同
時
に
新
し
い
投
資
家
層
が
け

ん
引
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
米
国
で
は
今
、
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
で
無
料
手
数
料
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
証

券
が
急
成
長
し
話
題
を
集
め
て

い
る
。
平
均
年
齢
は

30
歳
代
と
若
い
投
資

家
層
が
中
心
だ
。
ロ

ビ
ン
フ
ッ
ダ
ー
と
呼

ば
れ
る
こ
う
し
た
投

資
家
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
×
低
金
利
×
デ
ジ

タ
ル
」
の
新
常
態
が

生
ん
だ
新
し
い
投
資

家
層
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ム

世
代
が
株
式
市
場
へ

新
し
い
影
響
を
与
え

て
い
る
よ
う
だ
。
国

内
で
も
今
回
の
下
げ

局
面
で
は
30
～
40
歳

代
の
投
資
家
が
買
い

越
し
て
い
た
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。

　

９
月
相
場

　

相
場
全
体
は
、
米

中
対
立
の
過
熱
や
米

大
統
領
選
を
控
え
て

様
子
見
姿
勢
が
強
ま

っ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
上
値
を
追
っ
て
い

く
に
は
、
自
律
的
な

景
気
回
復
へ
の
道
筋

が
見
え
る
こ
と
だ
。

次
の
一
手
は
国
民
が
活
動
し
て

も
安
心
で
き
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
を
整
え
、
併
せ
て
背
中
を

押
す
景
気
回
復
策
を
打
つ
こ
と

だ
。
躊
躇
す
れ
ば
「
二
番
底
」

も
懸
念
さ
れ
る
。
中
小
型
成
長

株
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ン
ド
企

業
へ
の
投
資
は
続
け
な
が
ら
、

目
先
は
短
期
勝
負
と
割
り
切
っ

て
の
売
買
に
徹
し
て
い
き
た
い
。

（
８
月
25
日
記　

廣
瀬
千
春
）

　

第
１
四
半
期
決
算
を
ま
た
い

だ
こ
の
１
カ
月
の
株
価
動
向
は
、

大
幅
減
益
と
減
配
を
発
表
し
た

キ
ヤ
ノ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
一
時
大
幅
に
売
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
は
好
決
算
企
業
へ
の
物

色
が
続
き
底
堅
く
推

移
し
た
。

　

景
気
循
環

　

２
０
２
０
年
４
～

６
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
、
前
期
比
年
率

換
算
で
27
・
８
％
の

マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

景
気
の
循
環
で
み
る

と
、
２
０
１
２
年
11

月
か
ら
始
ま
っ
た
拡

大
局
面
は
、
い
ざ
な

み
景
気
の
73
カ
月
を

抜
く
と
見
ら
れ
て
い

た
が
、
２
０
１
８
年

10
月
に
「
山
」
を
付

け
て
い
た
と
判
定
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、

２
０
１
９
年
10
月
の

消
費
税
率
引
上
げ
は

景
気
が
山
を
付
け
た

後
の
下
降
局
面
で
実

施
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
に
、
今
年

に
な
っ
て
コ
ロ
ナ
禍

が
重
な
っ
た
た
め
ダ

メ
ー
ジ
は
深
刻
だ
。

２
０
２
０
年
４
～
６

月
が
最
悪
の
水
準
と

し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

差
し
引
い
て
、
８
掛
け
程
度
の

経
済
規
模
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
回
復
に
は
相
当
時
間
が

か
か
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ロ
ビ
ン
フ
ッ
ダ
ー

　

日
本
株
は
３
月
に
急
落
し
た

後
、
下
げ
幅
の
９
割
近
く
ま
で

戻
し
て
い
る
。
世
界
の
株
価
指

数
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
や
産

2020年 9月号

【業績】	 売上　	営業益			経常益	 利益	 １株益	（配当）
連 19.3 17,900  2,034  2,001 1,265 31.5 13.0 
連 20.3 21,339  2,717  2,703 1,700 42.1 18.0 
連 21.3 予 23,000   3,300  3,300 2,000 49.4 20.0 

【業績】	 		売上　	営業益	 	経常益	 		利益		１株益	（配当）
連 19.8 156,527      9,599     9,731     4,980   101.5 18.0 
連 20.8 予 131,000  ▲ 2,700 ▲ 2,000 ▲ 3,000   　－ 18.0 
連 21.8 予 142,000     5,400     5,900     3,000     61.1 18.0 

【業績】	 	売上　営業益			経常益	 	利益	 １株益	（配当）
連 19.3 541,949  29,232 26,569 18,899 66.2 19.0 
連 20.3 573,842  33,161 32,545 23,352 81.8 24.0 
連 21.3 予 500,000  28,500 28,000 19,200 67.3 25.0 記

【業績】	 売上	 営業益	 税前益	 	利益	 １株益	（配当）
連 19.3　  1,518,320  138,620 139,014 110,798  375.8 105.0 
連 20.3　  1,534,800  110,326 106,927　  60,084  204.2  115.0 
連 21.3 予 1,500,000  125,000 125,000 100,000  170.7   60.0

（令和 2 年）

９
月
の
参
考
銘
柄

	資本金 66 億 9570 万円
	純財産額 615 億 3028 万円

	自己資本規制比率 661 .7％
（2020年 6月末）　

（２０19年3月末）　
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本
号
で
は
、
海
洋
土
木
の
好
調
で
今
期
営
業
利
益
の
上
振
れ
が
見
込
ま
れ
る
五
洋
建
設
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
保
守
ビ
ジ
ネ
ス
が
好
調
な
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
、
高
収
益
な
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
が
拡
大
中
の
日
本
電
産
、

値
上
げ
が
想
定
以
上
の
効
果
を
生
ん
で
い
る
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
を
紹
介
し
た
。（
株
価
は
8
月
24
日
終
値
。

業
績
の
単
位
は
１
０
０
万
円
。
１
株
益
、
配
当
は
円
。
単
は
単
独
、
連
は
連
結
決
算
）

相
場　

　

展
望

「８掛け経済」下の次の一手
需給面に新しい動きも

※ 2020 年 4 月に１→ 2 株の株式分割を実施 。
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　新型コロナで厳しい環境下でも
成長目指す実力企業

　

貴
金
属
の
金

と
代
表
的
な
非

鉄
金
属
の
銅
の

価
格
が
同
時
に

高
値
圏
と
な
っ

て
い
る
。
金
価

格
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
場
で
今
年
７
月
に
約

9
年
ぶ
り
に
従
来
の
高
値
を

更
新
し
、
８
月
７
日
に
史
上

最
高
値
で
あ
る
１
ト
ロ
イ
オ

ン
ス
＝
２
０
６
９
ド
ル
を
つ

け
た
。
ま
た
銅
に
つ
い
て
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
景
気
後
退
懸
念
か
ら

春
先
は
下
落
し
た
が
、
そ
の

後
１
ト
ン
＝
６
４
５
０
ド
ル

前
後
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

　
ド
ル
の
信
用
力
低
下

　

一
般
に
世
界
経
済
の
後
退

局
面
で
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
商

品
で
あ
る
銅
の
価
格
は
下
落

し
、
金
は
大
幅
な
金
融
緩
和

策
と
財
政
出
動
が
惹
起
す
る

将
来
の
イ
ン
フ
レ
か
ら
資
産

を
守
る
代
表
的
な
投
資
対
象

と
さ
れ
る
た
め
、
価
格
の
動

き
は
逆
に
な
る
こ
と
が
多
い

が
、
今
回
は
と
も
に
高
値
圏

で
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
去
20
年
の
金
価
格
の
動

向
を
み
る
と
、
イ
ン
フ
レ
ヘ

ッ
ジ
の
た
め
の
高
騰
と
い
う

よ
り
も
米
政
府
が
景
気
浮
揚

の
た
め
ド
ル
供
給
を
増
や
し

た
こ
と
で
ド
ル
の
信
用
力
低

下
か
ら
資
金
が
金
市
場
に
流

れ
込
ん
で
金
価
格
が
上
昇
し

て
い
る
。
今
回
も
米
国
で
は

政
策
金
利
が
一
気
に
ゼ
ロ
近

傍
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
積
極
的
な
財
政
拡

張
策
が
取
ら
れ
、
現
在
米
議

会
で
は
追
加
の
景
気
対
策
が

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

金
価
格
は
今
後
一
段
高
に
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

一
方
、
今
回
の
銅
価
格
の

上
昇
は
、
供
給
面
で
コ
ロ
ナ

禍
に
伴
う
銅
鉱
山
の
操
業
休

止
や
稼
働
率
の
低
下
で
鉱
石

採
掘
量
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
や
、
需
要
面
で
銅
の
世
界

需
要
の
半
分
を
占
め
る
中
国

で
感
染
収
束
が
早
か
っ
た
こ

と
に
加
え
、
景
気
浮
揚
策
と

し
て
公
共
工
事
を
増
加
さ
せ

た
こ
と
な
ど
で
建
築
資
材
用

途
の
多
い
銅
の
実
需
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。
中
国
の
製
造
業
P
M
I

が
５
カ
月
連
続
で
50
を
上
回

る
な
ど
中
国
経
済
は
回
復
基

調
に
あ
り
、
銅
価
格
上
昇
を

促
す
格
好
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
企
業
で
金
と
銅
の
価

格
上
昇
の
恩
恵
を
受
け
る
の

は
鉱
山
権
益
を
保
有
し
て
い

る
非
鉄
製
錬
メ
ー
カ
ー
や
商

社
だ
。
住
友
金
属
鉱
山
（
５

７
１
３
：
３
２
６
２
円
）
は

国
内
で
最
大
の
金
鉱
山
で
あ

る
菱
刈
金
鉱
山
（
鹿
児
島
県
）

を
保
有
し
て
い
る
。
海
外
の

銅
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
住
友

金
属
鉱
山
な
ど
非
鉄
製
錬
メ

ー
カ
ー
や
三
菱
商
事
（
８
０

５
８
：
２
３
３
３
・
５
円
）

な
ど
の
商
社
が
チ
リ
や
ペ
ル

ー
な
ど
で
資
源
メ
ジ
ャ
ー
が

運
営
し
て
い
る
銅
鉱
山
に
複

数
出
資
し
権
益
を
取
得
し
て

い
る
。　
　
　
（
入
沢　

健
）

金
・
銅
価
格
が
共
に
高
値
圏

初
の
１
５
０
０
億
円
か
ら
１
７

０
０
億
円
へ
増
額
し
て
い
る
。

　

時
価　

1
万
９
８
９
０
円

　

20
年
４

～
６
月
期

の
営
業
利
益
は
74
％
増
の
７
３

８
億
円
と
好
調
に
推
移
、
通
期

営
業
利
益
計
画
（
15
％
増
２
７

５
０
億
円
）
の
達
成
に
向
け
順

調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い

る
。
５
Ｇ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
普
及

に
加
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
拡
大
に

よ
る
デ
ー
タ
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の

増
加
を
背
景
に
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
へ
の
投
資
が
再
開
さ
れ
、

ロ
ジ
ッ
ク
・
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
関

連
が
堅
調
な
中
、
調
整
し
て
い

　

イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
の
中
で
も
、
単
価
が
安

く
、
家
族
で
具
材
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
食
べ
れ
る
袋
麺
が
よ
り
大

幅
に
伸
び
て
い
る
。
今
３
月
期

第
１
四
半
期
に
お
け
る
袋
麺
の

販
売
数
量
は
国
内
で
前
年
同
期

比
４
割
増
え
、
値
上
げ
効
果
も

あ
り
、
連
結
営
業
利
益
は
同

78
・
２
％
増
の
１
０
３
・
８
億

円
と
な
っ
た
。
７
月
以
降
も
巣

ご
も
り
消
費
が
続
い
て
お
り
、

通
期
の
連
結
営
業
利
益
は
会
社

側
計
画
の
３
０
５
億
円
か
ら
３

２
５
億
円
へ
上
振
れ
る
見
込

み
。　

時
価　

６
２
８
０
円

　

今
３
月

期
第
１
四

半
期
の
連
結
営
業
利
益
は
前
年

同
期
比
83
・
３
％
増
の
４
・
７

億
円
と
な
っ
た
。
居
酒
屋
な
ど

外
食
産
業
の
営
業
自
粛
に
よ
り

宅
飲
み
需
要
が
拡
大
し
、
製
品

別
売
上
高
は
「
い
か
製
品
」
な

ど
水
産
加
工
製
品
で
同
19
％
増

の
57
億
円
、
サ
ラ
ミ
な
ど
畜
肉

加
工
製
品
で
同
13
％
増
の
23
億

大
幅
減
益
が
続
く

　

４
～
６
月
期
の
企
業
業
績
は

純
利
益
が
前
年
同
期
比
57
％
減

と
７
四
半
期
連
続
で
減
益
と
な

っ
た
。
中
で
も
製
造
業
は
全
17

業
種
中
14
業
種
が
減
益
ま
た
は

赤
字
と
な
り
大
幅
に
悪
化
し

た
。
ま
た
期
初
に
通
期
予
想
を

約
６
割
の
企
業
が
開
示
で
き
な

か
っ
た
の
に
続
き
、
今
回
も
35

％
の
企
業
が
未
定
と
し
て
い

る
。
予
想
を
開
示
し
た
企
業
の

通
期
純
利
益
予
想
は
前
期
比
30

％
減
と
、
今
後
も
厳
し
い
状
況

を
予
想
し
て
お
り
、
鉄
鋼
や
自

動
車
な
ど
の
５
業
種
は
最
終
赤

字
を
見
込
ん
で
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
が
、

以
前
の
よ
う
な
経
済
状
況
に
戻

る
に
は
時
間
が
か
か
ろ
う
。
こ

こ
か
ら
は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

時
代
で
も
成
長
分
野
を
取
り
込

む
企
業
や
今
後
の
業
績
立
て
直

し
が
見
込
め
る
企
業
へ
の
投
資

が
有
効
に
な
り
そ
う
だ
。

◇

◇　
　

◇

た
メ
モ
リ
ー
関
連
も
復
調
し
て

い
る
。
時
価
２
万
７
８
４
０
円

　

コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る

外
出
自
粛
で
ゲ
ー
ム
業
界
で
は

デ
ジ
タ
ル
販
売
が
大
き
く
伸
長

し
た
。
同
社
は
従
来
か
ら
デ
ジ

タ
ル
販
売
の
比
率
を
高
め
安
定

的
な
利
益
成
長
を
実
現
し
て
き

た
が
、
ゲ
ー
ム
業
界
の
中
で
も

ソ
フ
ト
販
売
比
率
の
高
い
同
社

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
加
速
の
恩
恵
を
受
け
や
す

い
と
み
ら
れ
、
今
後
の
継
続
的

な
利
益
成
長
の
確
度
が
高
ま
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

時
価　

５
１
８
０
円

円
、
チ
ー
ズ
鱈
な
ど
酪
農
加
工

製
品
で
同
16
％
増
の
23
億
円
と

な
り
、
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
が

フ
ル
稼
働
と
な
っ
て
い
る
。　

　
　

時
価　

１
９
０
５
円

　

有
機

食
品
に

特
化
し
た
ネ
ッ
ト
宅
配
最
大

手
。在
宅
勤
務
の
増
加
に
よ
り
、

食
材
と
献
立
の
セ
ッ
ト
の
注
文

が
想
定
を
上
回
り
、
今
３
月
期

第
１
四
半
期
の
売
上
高
は
前
年

同
期
比
42
％
の
増
収
、
営
業
利

益
は
同
３
・
８
倍
の
大
幅
増
益

と
な
っ
た
。
一
時
受
注
を
停
止

し
て
い
た
こ
と
か
ら
通
期
計
画

に
変
更
は
な
い
が
、
営
業
利
益

の
進
捗
率
は
69
％
で
会
社
計
画

は
保
守
的
と
み
ら
れ
る
。
外
食

と
の
コ
ラ
ボ
で
販
路
拡
大
に
も

期
待
大
。
時
価　

３
４
９
５
円

　

空
調
機

で
世
界
首

位
級
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
防
止
策
と
し
て
換
気

の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
住
宅

用
で
は
業
界
で
唯
一
室
内
換
気

機
能
を
備
え
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ

ン
「
う
る
さ
ら
Ｘ
」
の
拡
販
が

期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
業
務
用
で

も
高
機
能
換
気
設
備
「
全
熱
交

換
器
」
の
提
案
営
業
を
進
め
て

い
る
。
会
社
側
は
今
期
通
期
の

営
業
利
益
見
通
し
に
つ
い
て
期

用
セ
パ
レ
ー
タ
ー
の
堅
調
展
開

が
見
込
ま
れ
る
。
５
Ｇ
サ
ー
ビ

ス
の
本
格
展
開
を
控
え
基
板
材

料
と
し
て
液
晶
ポ
リ
マ
ー
な
ど

の
引
き
合
い
も
強
ま
る
見
通

し
。　
　
　

時
価　

３
４
９
円

　

今
３
月

期
第
1
四

半
期
の
決
算
発
表
と
同
時
に
中

間
期
の
経
常
損
益
の
見
通
し
が

55
億
円
の
赤
字
か
ら
10
億
円
の

赤
字
に
上
方
修
正
さ
れ
た
。
金

属
価
格
が
想
定
以
上
に
上
昇
し

自
動
車
関
連
製
品
の
落
ち
込
み

も
計
画
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ

た
。
主
力
製
品
の
極
薄
銅
箔
の

販
売
も
5
Ｇ
対
応
製
品
向
け
が

好
調
に
推
移
し
て
お
り
、
今
3

月
期
の
経
常
利
益
は
前
期
比
36

％
減
の
60
億
円
と
減
益
で
は
あ

る
が
会
社
計
画
の
10
億
円
を
上

回
る
見
通
し
。

時
価　

２
４
９
５
円

　

国
内
は

緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
た
５
～

６
月
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
閉
鎖

や
営
業
活
動
の
停
滞
な
ど
か
ら

見
積
も
り
数
が
減
少
し
て
お
り

８
～
９
月
に
か
け
て
売
り
上
げ

　

今
21
年

3
月
期
第

１
四
半
期
の
コ
ア
営
業
利
益
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
石
化
市
況
急

落
な
ど
で
前
年
同
期
比
54
％
減

と
大
幅
な
減
益
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、
足
元
で
は
経
済
活
動

再
開
に
伴
い
石
化
市
況
の
反
転

な
ど
が
期
待
で
き
る
。
中
期
的

に
は
テ
ス
ラ
社
製
電
気
自
動
車

向
け
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
減
少
が
続
く
と
み
ら
れ
る

が
、
海
外
の
売
り
上
げ
は
欧
州

で
６
月
に
前
年
同
月
を
超
え
、

７
月
が
過
去
最
高
と
な
る
な
ど

す
で
に
回
復
傾
向
に
あ
る
。
今

３
月
期
の
営
業
利
益
は
４
割
減

の
２
２
５
億
円
と
減
益
を
見
込

む
が
来
期
は
４
５
０
億
円
と
倍

増
が
予
想
さ
れ
る
。

時
価　

１
７
５
５
円

　

金
型
向

け
を
得
意

と
す
る
工
作
機
械
大
手
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
抑
え
込

ん
だ
と
す
る
中
国
で
は
自
動
車

や
Ｉ
Ｔ
関
連
の
コ
ネ
ク
タ
ー
の

生
産
が
急
回
復
し
て
お
り
、
微

細
加
工
に
適
し
た
放
電
加
工
機

の
受
注
が
増
え
て
い
る
。
ま
た

自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
引
き
合
い

も
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
部
品
加

工
向
け
で
拡
大
し
て
い
る
。
コ

ス
ト
削
減
も
加
わ
り
今
期
営
業

損
益
は
66
億
円
の
赤
字
な
が
ら

も
会
社
側
計
画
（
71
億
円
の
赤

字
）
を
上
回
ろ
う
。

　
　
　

時
価
３
４
７
５
円

　

今
21
年

３
月
期
第

１
四
半
期
の
連
結
営
業
損
益
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

で
１
０
６
６
億
円
の
赤
字
（
前

年
同
期
は
６
９
１
億
円
の
黒

字
）
だ
っ
た
。
通
期
で
は
減
収

と
な
る
も
の
の
、
前
期
に
あ
っ

た
品
質
引
当
て
費
用
が
な
く
な

る
こ
と
や
、
原
価
改
善
活
動
な

ど
の
合
理
化
な
ど
で
、
前
期
比

63
・
７
％
増
の
１
０
０
０
億
円

が
見
込
ま
れ
る
。
中
期
的
に
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動

車
向
け
な
ど
の
電
動
化
シ
ス
テ

ム
部
品
の
展
開
が
注
目
さ
れ

る
。　
　

時
価　

４
２
７
９
円

　

今
21
年

３
月
期
第
１
四
半
期
の
連
結
営

業
損
益
は
７
９
９
億
円
の
赤
字

（
前
年
同
期
は
２
５
５
億
円
の

黒
字
）
だ
っ
た
が
、
通
期
の
連

結
営
業
利
益
は
前
期
比
10
・
９

％
減
の
５
０
０
億
円
と
赤
字
幅

の
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
。
来
期

に
お
い
て
は
中
国
を
中
心
と
し

た
自
動
車
市
場
の
回
復
や
、
電

動
車
の
需
要
増
な
ど
に
よ
り
連

結
営
業
利
益
で
今
期
予
想
比

42
・
０
％
増
の
７
１
０
億
円
へ

の
回
復
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　

時
価　

３
６
０
５
円

コ
ロ
ナ
禍
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

　

底
打
ち
か
ら

　

攻
勢
に
転
じ
る
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当資料はサンプルであり、1、2ページのみのご提供となります。 

立花月報最新号は立花証券ストックハウス証券口座ログイン後の環境よりご利用いただけます。証券口座をお持ちでな

い場合は以下のボタンより口座を開設してご利用ください。 

 

 

 

＜立花証券ストックハウスのお客様へ＞ 

 

ご注意点 

立花月報は各種の信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではあ

りません。また特定の銘柄の推奨を目的としたものではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願

いいたします。 

立花月報は立花証券での対面取引のお客様用に作成された資料であり、立花証券ストックハウスにおいて売買ができ

ない銘柄を含む場合がございます。 

 

手数料について 

立花証券ストックハウス手数料（税込） 

個別コース上限 ： 現物取引 1,045円 / 信用取引 無料 

定額コース上限 ： 現物取引 88,000円 / 信用取引 無料 

電話注文時の手数料 ： 約定代金×0 .44％（最低2,640円、上限110,000円） 

 

◆ 投資に際してのご留意点等 

弊社取扱商品は、商品・取引・銘柄ごと等に所定の手数料や諸経費をご負担いただく場合があります。 

また、商品・取引・銘柄ごとに価格変動・金利変動・為替変動・発行体の財務状況等による損失リスクがあり、商品・取引

によっては、投資元本を超える損失が生じることがあります。投資に際しては、取扱商品・手数料など各ページの記載事

項や契約締結前交付書面・目論見書等をよくお読みいただき、商品・取引の仕組みやリスクなどを十分にご理解の上、

ご本人の判断と責任においてお取引ください。 

 

お問い合わせ 

立花証券ストックハウスカスタマーサービス 

フリーダイヤル:0120‐66‐3303 

携帯・PHSから:03‐5652‐6221 

平日8:30～17:00(土・日・祝日を除く) 

 

立花証券株式会社（金融商品取引業者） 

関東財務局長（金商）第110号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会 

指定紛争解決機関／苦情・紛争解決機関：特定非営利活動法人証券・金融商品あっせん相談センター(FINMAC)  

http://t-stockhouse.jp/product/
http://t-stockhouse.jp/service/fee.php
https://qa.t-stockhouse.jp/stockhouse?RequestId=W-11-01-01
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